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◆
特
別
寄
稿
　
三
鷹
市
の
自
治
体
経

営
の
分
析

三
鷹
市
の
自
治
体
経
営
の
現
状
や

課
題
に
つ
い
て
、
有
識
者
に
よ
る
客

観
的
で
専
門
的
な
分
析
・
解
説
と
し

て
、
鍛
冶
智
也
明
治
学
院
大
学
法
学

部
教
授
に
よ
る
「
自
治
体
経
営
改
革

の
視
点
〜
測
定
・
計
画
・
管
理
の
論

点
か
ら
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
第
Ⅰ
章

基
本
構
想
で
定
め
る

「
自
治
体
経
営
戦
略
」

基
本
構
想
に
定
め
る
自
治
体
経
営

の
基
本
的
な
考
え
方
に
立
っ
て
施
策

を
展
開
し
た
事
例
と
し
て
、
平
成
15

年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
「
あ
す
の

ま
ち
・
三
鷹
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、

10
事
業
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す

（
表
１
）。

自
治
体
経
営
白
書

２
０
０
４
の
構
成
と
特
徴

｢三鷹市自治体経営白書2004｣
「創造的な自治体経営」を目指して が完成しました。

「
三
鷹
市
自
治
体
経
営
白
書
２
０
０
４
」

を
発
行
し
ま
し
た
。
今
回
で
、「
自
治
体
経

営
白
書
」
の
発
行
も
３
冊
目
（
３
年
目
）

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
「
自
治
体
経
営
白
書
」
で

は
、
成
果
だ
け
で
な
く
、
未
達
成
の
課
題

や
評
価
結
果
の
思
わ
し
く
な
か
っ
た
事
業

も
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

行
政
が
自
己
革
新
を
進
め
る
と
と
も
に
、

「
い
ま
三
鷹
に
何
が
必
要
な
の
か
、
何
を
優

先
す
べ
き
な
の
か
」
を
市
民
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
る
た
め
に
も
問
題
意
識
と

そ
の
基
礎
と
な
る
情
報
を
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
か
ら
で
す
。

今
後
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
「
自
治
体

経
営
白
書
」
の
充
実
を
図
り
、「
創
造
的
な
自
治
体
経
営
」
の

確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
第
Ⅱ
章
　
第
３
次
基
本
計
画
の
達

成
状
況

第
３
次
基
本
計
画
の
達
成
状
況
に

関
し
て
、
最
重
点
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
基
本
計
画
を
構
成
す
る
全
34

施
策
の
進
捗
状
況
と
そ
の
成
果
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基

本
計
画
に
掲
載
す
る
主
要
事
業
な
ど

の
個
別
事
業
の
取
り
組
み
状
況
と
成

果
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
度
の
事

業
評
価
対
象
事
業
で
あ
る
119
件
の
評

価
結
果
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

基
本
計
画
で
は
、
34
施
策
に
つ
い

て
「
ま
ち
づ
く
り
指
標
」
を
設
定
し
、

各
施
策
の
目
指
す
目
標
を
可
能
な
限

り
数
値
で
示
し
、
そ
の
達
成
状
況
を

把
握
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
第
Ⅱ
章
で
は
、
こ
の
ま
ち
づ
く

り
指
標
の
前
期
目
標
（
平
成
16
年
）

に
対
す
る
平
成
15
年
度
末
時
点
の
達

成
状
況
と
そ
の
理
由
を
、
グ
ラ
フ
を

用
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と

と
も
に
、
施
策
の
成
果
や
未
達
成
の

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り

施
策
の
評
価
を
行
い
、
こ
の
評
価
を

ふ
ま
え
た
今
後
の
展
開
も
記
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
全
ま
ち
づ
く
り
指
標
55
本

の
う
ち
、
平
成
15
年
度
の
達
成
状
況

に
お
い
て
平
成
16
年
度
の
前
期
目
標

を
既
に
達
成
し
た
も
の
が
８
本
あ

り
、
全
体
で
も
約
70
％
の
指
標
に
つ

い
て
成
果
が
向
上
し
て
い
ま
す
。
基

本
計
画
は
前
期
の
目
標
期
間
の
満
了

に
と
も
な
い
本
年
度
に
改
定
を
行
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
達
成
状
況
を

ふ
ま
え
て
ま
ち
づ
く
り
指
標
の
見
直

し
を
行
い
、
中
期
目
標
と
最
終
目
標

の
設
定
・
修
正
を
行
い
ま
す
。

ま
た
事
業
評
価
は
、
平
成
15
年
度

は
２
年
目
の
取
り
組
み
と
な
り
、
各

課
に
お
い
て
も
評
価
の
作
業
の
習
熟

や
考
え
方
の
理
解
も
進
み
、
よ
り
客

観
的
に
、
事
業
の
進
捗
状
況
や
成
果

を
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
２
次
評
価
を
行
う

事
業
評
価
審
査
会
（
企
画
部
長
・
総

務
部
長
ほ
か
で
構
成
）
に
お
い
て
も
、

一
層
客
観
的
で
正
確
な
評
価
を
進
め

る
た
め
に
審
査
基
準
の
見
直
し
を
行

い
、
例
え
ば
「
効
率
性
・
経
済
性
」

の
評
価
項
目
に
お
い
て
は
、
レ
ベ
ル

１
の
「
高
」
と
す
る
に
は
、
事
業
の

結
果
と
し
て
予
算
の
執
行
残
が
生
じ

た
だ
け
で
な
く
、
コ
ス
ト
減
を
図
っ

た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
示
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
同

様
に
、「
進
捗
状
況
」
や
「
成
果
」

の
評
価
に
あ
た
っ
て
も
、
当
初
計
画

と
執
行
結
果
と
の
比
較
や
、
ま
ち
づ

く
り
指
標
の
目
標
値
と
実
績
の
数
値

等
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

厳
密
で
正
確
な
評
価
を
進
め
ま
し

た
。つ

ま
り
主
管
課
に
よ
る
、
よ
り
客

観
的
な
評
価
と
、
審
査
会
に
お
け
る

一
層
厳
密
な
評
価
の
推
進
を
図
っ
た

結
果
、
平
成
14
年
度
に
お
い
て
は
レ

ベ
ル
１
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
っ
た

評
価
結
果
が
、
平
成
15
年
度
に
お
い

て
は
、
総
合
的
に
レ
ベ
ル
１
と
レ
ベ

ル
２
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
結
果
と

な
り
ま
し
た
（
表
２
）。

ま
た
、
主
管
課
の
１
次
評
価
と
事

業
評
価
審
査
会
に
お
け
る
２
次
評
価

の
結
果
は
、
概
ね
一
致
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
事
業
評

価
の
推
進
に
あ
た
っ
て
も
、
主
管
課

と
審
査
会
の
評
価
基
準
に
関
す
る
認

識
の
共
有
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
一

層
取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
全
評
価
対
象
事
業
119
件
の

評
価
表
に
つ
い
て
は
、
資
料
編
に
掲

載
し
、
個
々
の
事
業
の
取
り
組
み
状

況
や
成
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

◆
第
Ⅲ
章
「
各
部
の
運
営
方
針
と
目

標
」
の
達
成
状
況

平
成
15
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
始

め
た
「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

の
達
成
状
況
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」
は
、

①
部
の
使
命
・
目
標
に
関
す
る
認

識
、
②
職
員
数
、
予
算
規
模
な
ど
の

部
の
経
営
資
源
、
③
部
の
実
施
方
針

及
び
個
別
事
業
の
目
標
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
15
年
度
の

達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
個
別
事
業

と
そ
の
目
標
の
実
績
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
ま
す
。

◆
第
Ⅳ
章
　
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革

大
綱
・
実
施
方
策
の
達
成
状
況

行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
大
綱
お
よ

び
同
実
施
方
策
の
平
成
15
年
度
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
実
施
方
策
掲
載
項
目
以
外

の
取
り
組
み
成
果
や
行
財
政
シ
ス
テ

ム
改
革
の
財
源
効
果
も
掲
載
し
て
い

ま
す
（
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
実
施

方
策
の
達
成
状
況
は
、
表
３
の
と
お

り
で
す
）。

◆
第
Ⅴ
章
　
三
鷹
市
の
財
政
状
況

平
成
14
年
度
ま
で
の
決
算
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
三
鷹
市
の
歳
入
・
歳
出

な
ど
に
関
す
る
財
政
状
況
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も
に
、
平
成
14
年
度

の
財
務
諸
表
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
・
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
掲
載
し

て
い
ま
す
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
〔
普

通
会
計
・
市
全
体
・
連
結
〕
は
、
表

４
の
と
お
り
で
す
）。

◆
資
料
編

平
成
15
年
度
の
事
業
評
価
対
象
事

業
（
全
119
事
業
）
の
評
価
表
お
よ
び

平
成
14
年
度
の
財
務
諸
表
（
詳
細
版
）

と
し
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
普
通
会

計
）、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
市
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
お
よ
び
連
結

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

自治体経営白書の全文は、資料編も含め、市のホームページでご覧
になれます。また、自治体経営白書の冊子は、市政資料室、市政窓口、
図書館、各コミュニティセンターでも閲覧できます（ご希望の方には、
市政資料室や市政窓口で配布しています）。ご意見、ご感想などお寄
せください。
特に、平成15年度の事業評価対象事業などについて、事業の取り
組みや評価内容などに対して寄せられた市民のみなさんのご意見は担
当課に送られ、平成16年度の事業執行や平成17年度の予算編成など
にあたって参考とさせていただきますので、率直なご意見をお寄せく
ださい。

e企画経営室行政評価担当
〒181―8555三鷹市役所企画経営室

1内線2150
548―1419

Ｅメール：kikaku@city.mitaka.tokyo.jp

ご意見をお寄せください

白書第Ⅰ章に掲載している取り組み（表１）
「あすのまち・三鷹」プロジェクトの推進
市民協働センターの開設
産業振興計画の策定
四小コミュニティスクールの取り組み
｢各部の運営方針と目標｣の策定
市長表彰（ベストプラクティス表彰）の実施
安全安心パトロールの実施
｢三鷹市人財育成基本方針｣の策定
情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）の確立
メールマガジンの発行とタウンミーティングの開催

重点管理事業 部内管理事業 総　　計
企　画　部 11 ６ 17
総　務　部 ３ ９ 12
市　民　部 １ ６ ７
生活環境部 ９ 13 22
健康福祉部 ３ 12 15
都市整備部 ８ 13 21
水　道　部 ２ ４ ６
教育委員会 ５ 14 19
総　　　計 42 77 119

平成15年度事業評価――事後評価結果の集計（表２）
事業評価対象事業数の集計（平成15年度）

事後評価項目と評価レベル

①計画どおり
＜計画以上進捗を含む＞
②ほぼ計画どおり
③計画どおり進んでいない

①大
②中
③小またはなし

①高
②中
③低

Ⅰ進捗状況評価 Ⅱ成果に対する評価 Ⅲ効率性・経済性に対する評価

評価　　　　レベル 1 ２ 3
Ⅰ進捗状況評価 62 39 18
Ⅱ成果評価 67 41 11
Ⅲ効率性・経済性評価 50 62 7

主管課による事後評価結果の集計

事業評価審査会による事後評価結果の集計
評価　　　　レベル 1 ２ 3
Ⅰ進捗状況評価 52 48 19
Ⅱ成果評価 59 49 11
Ⅲ効率性・経済性評価 42 70 7

行財政システム改革実施方策の達成状況（表３）

達成 一部達成 検討、 未着手 計画全体・ 合計
準備中 目標の見直し

重点課題 3 1 4
緊急課題 40 12 5 57
推進課題 47 24 16 1 5 93
合　　計 90 37 21 1 5 154

（平成15年3月31日現在）

バランスシート（普通会計・市全体・連結）［平成14年度］（表４）
借方 普通会計 市全体 連結 貸方 普通会計 市全体 連結

［資産の部］ ［負債の部］

１．固定資産 １．固定負債

（１）有形固定資産 1,923.7 2,116.0 2,260.4 （１）地方債 439.5 539.0 678.6

（うち土地） （1,342.0）（1,364.5）（1,504.1） （２）債務負担行為 0.0 0.0

（２）無形固定資産 0.0 3.5 3.7 （３）退職給与引当金 167.3 176.3 176.8

固定資産合計 1,923.7 2,119.5 2,264.1 （４）その他 0.0 0.0 0.2

２．投資等 固定負債合計 606.8 715.3 855.6

（１）投資及び出資金 19.1 19.1 3.7

（２）貸付金 0.1 0.2 0.2 ２．流動負債

（３）基金 79.0 83.7 85.4 流動負債合計 29.3 34.2 51.2

（４）基本財産 0.0 0.0 13.0

投資等合計 98.2 103.0 102.3 負債合計 636.1 749.5 906.8

３．流動資産　　

（１）現金・預金 40.4 47.8 52.4

（２）未収金 19.8 32.2 41.9 ［正味資産の部］

（３）その他 0.0 0.0 1.1 正味資産合計 1.446.0 1,553.0 1,555.0

流動資産合計 60.2 80.0 95.4

資産合計 2,082.1 2,302.5 2,461.8 負債・正味資産合計 2,082.1 2,302.5 2,461.8

0.0

（単位：億円）

借　方� 貸　方�

正味資産�
（国庫支出金、都支出金、�

一般財源など）�

負債�
（地方債、退職給与引当金など）�資産�

（土地、建物、�
基金、現金など）�

借方�
資金を何に使ったか�
［資金の使途］�

貸方�
資金をどこから調達したか�

［資金の調達］�

バランスシートの構造


